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１ 出席委員

２ 出席した者

３ 傍聴人

な し

職 名 氏 名 備 考

教 育 長 三 ツ 宗 宏

教育長職務代理者 井 口 利 美

委 員 中 井 靖 典

委 員 常 本 直 史

委 員 德 山 周 一

職 名 氏 名 備 考

教 育 次 長 赤 田 憲 昭

教 育 総 務 課 長 美 甘 英 之

学 校 教 育 課 長 橋 本 祐 一

生涯学習課課長 佐 山 宣 夫

図書館振興室長 谷 岡 理 江

教育総務課主査 松 尾 美由貴
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４ 議事日程

日程 案 件 結 果

開 会 三ツ教育長

第１ 教育長あいさつ 三ツ教育長

第２ 署名委員の指名について 井口委員

第３ 教育長諸報告 赤田教育次長

第４ 報告事項

新型コロナウイルス感染症への対応について 承認

真庭市教育委員会における新型コロナウイルス感染症対応指針 承認

第５ 付議事件

なし

第６ その他

第７ 閉 会



3

◆午後３時 30 分 開会

５ 議事の大要

○三ツ教育長

それでは改めましてこんにちは。これから第７回教育委員会を開催いたしま

す。以下議事日程に従って進めてまいります。まず、日程第１、教育長あいさ

つということであります。

年度末から年度初めもずっと新型コロナウイルス感染症対策ということが、

大きな課題となっております。そうした中にあって、真庭市立の小中学校は連

休の間はちょっと臨時休業にいたしましたが、その後学校を再開して、現在感

染症対策に注意をしながら教育活動を行っている状況です。

それから、社会教育施設につきましても、一時 10 日まで閉館という形にしま

したが、再開しまして、現在市民の方が学ぶ場所としての機能を果たしている

という状況であります。この新型コロナウイルス対応につきましては、基本的

には未知のウイルスでありますし、今後どうなるかということについての見通

しも立ちづらい。そういった中での対応となっております。何が正解かという

ことはわかりませんし、答えも分かりません。でも逆を言えば、もう何年も前

から、これからの世の中は予測不能なんだと、道を切り開いていく力が必要な

んだと言われていました。ある意味そういったことが我々に試されているし問

われているのかなと感じているところであります。今日お手元に校長会資料と

いうものをお配りしました。今日校長会が実はあったんですが、市長が長いこ

と話をしてくれたので、私は結局しゃべりませんでしたが、この場で資料とし

ては配らせてもらいました。もちろん困難でありますし、軽く見るのは間違い

ですし、最善の対応をしていかなければいけないんですけれども、転んでもた

だでは起きない、学ぶべきは学んでいこうじゃないかということを校長先生方

にメッセージとして伝えたいなと思いまして準備したものであります。

１つ目は、人の繋がり。その中で自分を大事にするということは人を大事に

することでもあるし、人を大事にすることは社会を大事にすることでもあるし、

それをコロナっていうものを通じて、やはり見える化が図られたということじ

ゃないかなと思っております。そういうことも学んでいきたい。２つ目は不安

や恐怖というものは、ややもすれば過剰な防衛本能を呼び起こして偏見や差別

を生みやすい。実際にそういうことがたくさん報道されています。我々はこれ

を正す動きをしていかなければいけない。そのことを学びたいなと思っていま

す。３点目は、困難な中だからこそ未来志向な学校経営を目指して行こうじゃ

ないかということです。本当に大事なもの、困難の中でも、続けなければいけ

ないことを、しっかり頭を働かせて、やめるべきはやめればいいということを

お伝えをしたいなと思いまして準備をさせていただきました。４番目は先ほど
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冒頭にお話ししたとおりです。それから裏面をご覧ください。テレビや新聞の

報道は基本的には東京のことばっかりなので見ていて東京と同じ頭になっちゃ

うんですけどもやっぱり冷静に見る事って必要だよねって思います。小さい字

で申し訳ないですが、真庭の現場に立って物事を考えていかないと借り物の判

断になる。この辺りを注意して、今後も進めていきたいなと思っているところ

であります。数字が穏やかだから安心していいっていうことではありません。

実態に基づいて物事は考えていかないと、事を誤るということも改めて感じて

いるところであります。以上、校長会でしゃべり損ねたネタをここでしゃべら

せていただきました。申し訳ありません。開会にあたってのあいさつとさせて

いただきます。今日もよろしくお願いいたします。 

はい、続いて日程第２、署名委員の指名ですが、今日は井口委員さんにお願

いできたらと思います。

○井口委員

はい。

○三ツ教育長

よろしくお願いします。続いて、日程第３教育長諸報告。赤田次長よりさせ

ていただきます。

○赤田教育次長

（資料により説明）

○三ツ教育長

はい、諸報告をさせていただきました。何かご質問等ありますでしょうか。

よろしいですか。はい。それでは続いて、新型コロナウイルス感染症への対応

についてお願いをします。前回の教育委員会以降における対応ということです。

○赤田教育次長

（資料により説明）

○三ツ教育長

はい、この間の対応について報告をさせていただきました。ご質問等ありま

せんか。状況として大きな混乱は生まれておりません。保護者の判断で、感染

症対策として学校に行かないという判断をしている家庭も、今非常に少ない。

４名程度でしたかね。もちろん家庭の事情もありますので、そういう状況にな

ってきております。よろしいでしょうか。それでは、続いて項目には起きてな
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いんですけれども、新型コロナウイルス感染症対応指針について、事務局より

報告をお願いします。

○橋本学校教育課長

（資料により説明）

○佐山生涯学習課長

（社会教育施設について資料により説明）

○三ツ教育長

以上、報告をさせていただきました。何かご質問等ありますでしょうか。非

常にデリケートな問題であります。今日の報道を見ると、自治体によっては、

今までは感染者が出た場合自らその会社の責任において公表したりしているよ

うなところもありますけれども、それも控えてくれというようなことを言って

いる自治体もあります。真庭市のスケールから考えると、どこかで感染者が発

生したという場合に個人が特定される可能性が非常に高いと思わざるを得ない。

うわさを含めてですけれども。決して保健所が公表するとか、濃厚接触者が誰

かとか公表することはないですけれども、だからこそ課長が申し上げましたけ

れども、誰が感染するかわからないということを前提に人権教育を本気でやっ

ていかなければいけないなと痛感しているところであります。よろしいでしょ

うか。現在そのような対応指針に基づいて進めてまいります。続いて、本日日

程第５付議事件はございません。続いて第６その他についてですが、委員の皆

さんから何かありますでしょうか。事務局から何かありますでしょうか。次の

日程の確認だけお願いしてもいいでしょうか。

○美甘教育総務課長

次の日程を確認をさせていただければと思います。次の６月につきましては

６月の 18 日ということになっております。７月の方なんですけれどもいつが良

いかなと。同じようなタイミングがよろしいでしょうか。７月ですと 16 日が木

曜日です。次の 23 日は海の日でお休みになろうかと思います。前後ですと７月

９日、同時期ですと 16 日。

○三ツ教育長

教科書採択の日程は大丈夫でしょうか。

○橋本学校教育課長

確認します。
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○三ツ教育長

今年、中学校教科書の採択があるので、保留にしといていただいてもよろし

いですか。またぎょうさん読んでいただかないといけんのですが。

○全員

わかりました。

○三ツ教育長

多分、一種選定、もう一つ後でも大丈夫ではないのかと思うんですが、ちょ

っと待ってください。

○橋本課長

16 で大丈夫です。

○三ツ教育長

それじゃあ 16 ということで、７月 16 日の９時半ということでご予定くださ

い。その他ありませんでしょうか。はい、それでは以上で第７回教育委員会を

終了いたします。

一同礼

（午後４時００分 閉会）


